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In the 1970s, there was political consensus in Norway on not promoting nuclear 
energy. Despite this, the Norwegian government continues to maintain a multinational 
nuclear research and development program called the “Halden Reactor Project,” which was 
developed toward the end of the 1950s. The diversification of nuclear research and 
development activities after the 1970s made it possible for the OECD countries to 
participate in the Halden Reactor project whenever they wanted and based on their own 
interests. In the late 1970s, when the Norwegian government decided not to introduce 
nuclear power as the national base load of electricity in the near future, or rather because 
of the Norwegian decision not to introduce nuclear power, the Halden Research Project 
became a useful avenue for Norwegians to maintain nuclear technology without having 
nuclear power plants. 
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25 年―ハルデン人間・機械実験所の 25 年―』3
や、ノルウェー政府が原子力安全条約の締約国の
義務履行の一つとして取りまとめた国別報告書






























































していた A・M・ワインバーグ（Alvin M. 































JENER では JEEP と呼ばれる実験用の天然
ウラン重水減速冷却型原子炉が建設され 1951 年
6 月 18 日に臨界に達した。この JEEP の運転に
際しイギリスは重要な役割を果たした。すなわち


























受しており（ソ連初の原爆実験は 1949 年 8 月 29
日、フランスは原子力技術は持っていたものの初




ビンソン（Howard Robinson）博士は 1949 年 5



















































JENER の JEEP 炉において経験を積んだノ
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1949 年 1 月 19 日付で、ランダースは重水炉
の建設の支援と純化ウラン（Purified uranium）
の提供を求める書簡をアメリカ原子力委員会
（AEC）に送っている20。さらに 1950 年 3 月 16
日にも、オスロにあるアメリカ大使館において、
館員と会見して再度返事を督促している21。 
少し前、1950 年 1 月、マンハッタン計画に多
大の貢献をしたドイツの理論物理学者、クラウ





























































































欧 州 原 子 力 機 関（ OEEC/ENEA: European 
Nuclear Energy Agency)の憲章を 1957 年 12 月
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1956 年 2 月 21 日に行われた欧州の原子力協
力に関する英米の高官会合では、両国の立場の相
違が鮮明に表れた。在米イギリス大使のロジャ
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ちアメリカ）の軍事基地、核兵器貯蔵の設置を執
拗にけん制してくる中、ノルウェーのゲルハッセ






































































｜ 1  ｜































機関は 1965 年 2 月 23 日、日本が OECD/NEA
のメンバーになったことを発表した。その後
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表. ハルデン計画の参加国 1958-2014 年 
 
（出典） W. H. Å. Beere, “The Halden Reactor Project: Experience gained in international research” IAEA International 
Conference on Research Reactors: Safe Management and Effective Utilization5-9 November 2007 Sydney, Australiaの図を






・ハルデン計画にはプログラムの内容によって OECD/NEA 非・加盟国も参画している。 
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体「原子力反対への行動（Action Against Atomic 
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10 月に IFE の廃棄物問題について刑事告訴63、
































綜 す る 国 際 環 境 に お い て ノ ル ウ ェ ー が
EURATOM ではなく OEEC をハルデン計画の
国際協力の枠組みとして選択したことが大きい。
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